
 日 時： 令和５年１月１６日（月）～１９日（木） 
     午前１０時から午後４時まで（最終日15：30） 

 場 所： 座間市役所 1階 市民サロン 

1923年9月1日午前11時58分、相模トラフを震源とする巨大地震（M8クラス）が発生しました。 

震源地は広く、相模湾中央➡丹沢山地方面➡相模湾の小田原沖に移動したとされています。 

その範囲は、神奈川県及び東京府（現：東京都）を中心に隣接する茨城県・千葉県から静岡県東部 

までの内陸と沿岸部に及び広範囲に甚大な被害をもたらしました。（津波・地殻変動など） 

 死者・行方不明者は推定10万5千人、明治以降の地震被害としては最大規模の被害です。 

災害史の記録を見ると巨大地震と次の巨大地震までの間にはM７クラスの地震が規則性を持っ

て起きていることを忘れてはなりません。その地震こそ《首都南部直下地震》といわれてお

り、30年スケールの確率も70％を超えています。その時、座間市の最大震度は「6強」と想定 

されています。東日本大震災時の震度は、「5弱」でした。 

座 間 市 市 長 室 危 機 管 理 課 

第1４回 

 大正13年（1923年）9月1日。座間市は当時は、神奈川県

高座郡（郡役場：藤沢町所在）座間村であり所蔵している震災

当時の文書や、その後の記録の一部を展示します。 

 座間市は、昭和59年に関東大震災で被災した市民の方々

から大震災の当時を聴き取り「座間の語り伝え 外編２・

関東大震災」を発行しました。その、元の資料を皆さんに

展示します。座間村で何が起きたのか？語り伝えの中に記

録されています。ちなみに、大正9年に行われた第1回国勢

調査による人口は、5,647名（957世帯）でした。 

 

 

 

 

協働事業 

今年も「感染防止のために飲み物の提供は中止とします。 

また、来場の節には、手指の消毒・マスクの着用を

お願いします。 

● 災害を「自分の問題」として考えることが大切 

私たちは「生き残らなければ何も始まらない」とい

う思いを持ち、瞬時に身を守る行動ができることを目

指しています。「備えの考え方」を再確認しましょう。 

➀家屋の耐震診断と判定結果に合わせた対応 

➁ガラス類が使われている家具などの飛散防止、家具 

 やTVの固定。 

➂停電に備えて、家族一人に1個ヘッド・ライトを備える 

 

《備えの順序は》 

➀出すこと（トイレは？） 

➁飲むこと（飲用水・生活用水） 

③食べること（日頃食べているもの） 

④電気の自助（灯りと情報の確保‼） 

⑤大判厚手のブルーシート（安全な場所を作る） 

座間村における関東大震災の記録 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB


2023年1月23日（月曜日）午前11時から1分間 

 シェイクアウト訓練は、行政が一方的に行う防災訓練ではなく、「市民・行政協働型」による事前参加登録防災

訓練です。行政や市民がどれだけ災害に関心があるかを、数字で「見える化」できるところに特徴があります。 

2023年1月23日の訓練は11回目で「月曜日」の訓練です。学校そして職場が活動している中での地震を想定します。 

揺れから身を守った後、地域の自主防災会など市民の方は、それぞれ災害の初動行動訓練（安否確認・防災備蓄用品

点検・いっとき避難場所集合訓練など）に取り組んでください。  

 座間市の訓練は、平日に発災した想定で、地域防災計画に基づいた部署別災害対応訓練をはじめ、災害時の

総合調整機関となる「災害対策本部開設・運営訓練」が計画されています。 

NPO法人 ざま災害ボランティアネットワークは、会員間の連絡、安否確認訓練と参集訓練を中心に行動します。 

最近、地球規模で地震や火山活動が活発な傾向にあります。2023年9月は、関東大震災から100周年を迎えます。 

いつ大規模災害が起きても、生き残り、「いのち」を永らえるための「災害対応力」・「共助力」並びに「受援力」を備

えることが大事です。必ず複合災害になります。安易に「避難所」に頼ることがないことを地域で共有してください。 

災害の無い日々 
（平時） 

   災害後の日々 

  （非常時） 

《減災行動》 

家の耐震診断 

診断結果に対応する手当 

家具の固定 

ガラス類の飛散防止 

テレビの固定（ワイヤー） 

四つの備え 

《災害対応行動》 

「生き残り」そして「生き延びる」 

使える・役立つ知識・技能の発揮 

支える・支えあう 

生活の再建・復旧 

まちの復興・心の復興 

発災 

2023/1 防災カフェ 

オミクロン・ウイルス 

ノロ・ウイルス 

はしか・インフルエンザ 

  ① 死なない。 

 ② けがをしない。 

 ③ 火事を出さない。 

座間市民が目指す 

減災・災害対応活動の目標 


